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（株）東芝（株）東芝

 

四日市四日市工場工場

 

サイトレポート情報サイトレポート情報

ごあいさつごあいさつ

環境コミュニケーションの紹介環境コミュニケーションの紹介

（株）東芝四日市工場は、半導体メモリ製品の生産拠点として、最新の生産

 

技術を結集し、「魅力ある世界No.1のNANDフラッシュを中核とした先端メ

 

モリ工場」の実現に向け、発展を続けています。環境保全においても、最新

 

の技術による対策や全従業員参加による環境保全活動など、よりよい地球環

 

境の実現と社会の発展に貢献できる工場づくりを行っています。

・環境報告書の発行：０３年度より毎年発行。０５年度から発行の英語版は１０年度からＷＥＢでも公開
・地域との交流：

 

地元自治会との環境連絡会を操業開始時より毎年開催（２０１０年１１月にて１９回目）
近隣小学校にて環境授業を実施
（こどもよっかいちＣＯ２

 

ダイエット作戦、エコキッズＣＯ２

 

ダイエット大作戦）
・自治体等主催行事参画：社外環境展示会に出展

 

（三重県環境学習情報ｾﾝﾀｰ、Mieこどもｴｺﾌｪｱ、四日市市環境ﾌｫｰﾗﾑｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、みえ環境ﾌｪｱ）

三重県 四日市市 山之一色町 ８００番地

２０１０年度の環境の主な取組み２０１０年度の環境の主な取組み

☆ＩＳＯ１４００１環境マネジメントシステム
１９９６年２月に認証取得、２００７年８月に東芝

 

セミコンダクター社で統合認証を取得
２０１０年８月に更新審査合格。

☆化学物質排出量の削減

 

目標達成！
化学物質(東芝ボランタリープラン対象物質)の年間排出量を５１３トンに抑制（目標

 

５２１トン/年

 

以下）
☆ＣＯ２排出量の削減

 

目標達成！
ＣＯ２(エネルギー)を省エネ施策により９，３８４トン-CO2

 

／年削減（目標

 

８，３９０トン-CO2

 

／年

 

以上）
☆廃棄物ゼロエミッションの継続

 

目標達成！
最終処分率は、０．０１％：

 

ゼロエミッション（最終処分率０．５％未満）を１９９９年より継続
☆環境に配慮した製品の開発
製品移管時の環境アセスメント件数９６件、製品開発時の環境アセスメント件数１件

☆資材取引先に関する環境配慮
２１件の廃棄物処理委託先について現地確認を行い、適正に処理が行われていることを確認

☆全員参加・啓発活動の展開
環境月間・３Ｒ推進月間・省エネ月間に参画し、リユース・リサイクル展示会、工場外周道路清掃等を実施

☆地域との協調
自治会との環境連絡会を開催。余剰カレンダーおよび手帳を四日市市社会福祉協議会に寄贈し有効活用
ほか、下記「環境コミュニケーションの紹介」を参照

工場長

 

佐藤 浩司

所在地

 

：

主要製品：半導体メモリー製品（NAND型フラッシュメモリ ほか）

ISO14001認証取得：1996年2月

 

セミコンダクター社グループ統合認証取得：2007年8月、最新更新年月：2010年8月
ISO14001認証番号：EC98J2014

敷地面積：

 

、建屋面積：

 

、緑化率：25.3％

設立：1992年1月、正規従業員：4,400人

 

(2011年3月末時点)

666,100ｍ２ 509,760ｍ２

☆これまでの８チップ積層パッケージから１６チップ積層の高容量小型パッケージを開発すること

 

により、製造時の省エネ・省資源化を実現しました。(右比較図)
薄厚研削・薄厚多段積層・狭ギャップ封止樹脂充填という新技術を開発することで高容量小型

 

パッケージを実現させ、樹脂封止工程以降における部品材料の使用効率を記憶容量当り５０％

 

改善致しました。なお、樹脂封止工程では廃棄物も５０％削減しております。
☆産官学の共同研究により、メモリ製品の製造段階（Packaging Processのウェハ裏面研磨工程）で

 

発生するシリコン汚泥の高付加価値リサイクルを実現しました。シリコン屑に係わる廃棄物量や

 

排水処理の薬品使用量などを大幅に削減できる見通しです。

製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介 NAND型フラッシュメモリの多段積層技術
従来：8段積層 (32GB BGA ） 射出成形

プリント配線基板

接続ワイヤ

はんだボール

1.4mm

封止樹脂 フラッシュメモリ
チップ

1/2化 (同一容量比)

16段積層 (64GB BGA) 圧縮成形

樹脂1/2化 (従来技術比)

成形残
（カル・ランナー）

チップ上 狭ギャップ

チップ間 狭ギャップ

断面図

断面図

断面図

断面図

必要な樹脂量のみ供給し
成形残（カル・ランナー）を
削減し樹脂使用効率向上

圧縮成形技術の採用により
チップ上／間の狭ギャップ
充填を実現

封止樹脂
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環境方針環境方針

 
 

――  理理    念念  ――  
㈱㈱東東芝芝  セセミミココンンダダククタターー社社  四四日日市市工工場場はは、、東東芝芝ググルルーーププのの環環境境基基本本方方針針ででああるる「「““かかけけががええ

ののなないい地地球球環環境境””をを、、健健全全なな状状態態でで次次世世代代にに引引きき継継いいででいいくくここととはは、、現現存存すするる人人間間のの基基本本的的責責務務」」

ととのの認認識識にに立立っってて、、東東芝芝ググルルーーププ環環境境ビビジジョョンンののももとと、、豊豊かかなな価価値値のの創創造造とと地地球球ととのの共共生生をを図図りり

まますす。。低低炭炭素素社社会会、、循循環環型型社社会会、、自自然然共共生生社社会会をを目目指指ししたた環環境境活活動動にによよりり、、持持続続可可能能なな社社会会のの実実

現現にに貢貢献献ししまますす。。  

  

――  方方    針針  ――  
㈱㈱東東芝芝  セセミミココンンダダククタターー社社  四四日日市市工工場場はは、、㈱㈱東東芝芝  セセミミココンンダダククタターー社社ググルルーーププのの環環境境方方針針

にに基基づづきき、、エエレレククトトロロニニククスス社社会会をを支支ええるるフフララッッシシュュメメモモリリななどどのの製製造造ととそそれれにによよりり発発生生すするる廃廃

棄棄、、おおよよびび流流通通ななどどのの事事業業ププロロセセススににおおいいてて最最先先端端のの環環境境施施策策をを導導入入しし、、可可能能なな限限りり環環境境にに配配慮慮

すするるここととをを目目指指ししまますす。。  

そそししてて、、持持続続可可能能なな社社会会ととすするるここととをを目目指指しし、、以以下下ののここととにに全全員員でで取取りり組組みみまますす。。  

  

１１．．倫倫理理観観（（ココンンププラライイアアンンスス））とと継継続続性性（（ササスステテナナビビリリテティィ－－））  

（（１１））  西西にに緑緑豊豊かかなな鈴鈴鹿鹿山山脈脈、、東東にに恵恵みみ豊豊かかなな伊伊勢勢湾湾にに立立地地すするるハハイイテテクク工工場場とと意意識識しし、、環環

境境保保全全へへのの取取組組みみをを工工場場経経営営のの最最重重要要課課題題のの一一つつとと位位置置付付けけ、、経経済済とと調調和和ささせせたた環環境境

活活動動をを継継続続的的にに推推進進ししまますす。。  

（（２２））  環環境境にに関関すするる法法令令・・条条例例・・協協定定、、当当工工場場がが受受入入をを決決めめたた要要求求事事項項おおよよびび自自主主基基準準ななどど

をを順順守守ししまますす。。  

（（３３））  環環境境活活動動レレベベルルのの向向上上をを図図るるたためめ、、定定期期的的なな監監査査とと活活動動ののレレビビュューーにによよりり環環境境ママネネジジ

メメンントトシシスステテムムのの継継続続的的なな改改善善をを行行いいまますす。。  

  

２２．．実実行行（（エエククセセキキュューーシショョンン））  

（（１１））  事事業業活活動動、、製製品品・・ササーービビススにに関関わわるる環環境境側側面面ににつついいてて、、生生物物多多様様性性をを含含むむ環環境境へへのの影影

響響をを評評価価しし、、環環境境負負荷荷のの低低減減、、汚汚染染のの防防止止ななどどにに関関すするる環環境境目目的的おおよよびび目目標標をを設設定定しし

てて、、積積極極的的なな環環境境施施策策、、高高容容量量化化、、小小型型化化、、省省電電力力化化のの製製品品開開発発にによよるる環環境境調調和和型型製製

品品のの供供給給及及びびププロロセセススのの導導入入をを展展開開ししまますす。。  

①①ＣＣＯＯ２２ととＰＰＦＦＣＣのの排排出出削削減減施施策策のの実実施施にによよりり、、地地球球温温暖暖化化のの防防止止にに貢貢献献ししまますす。。  

②②３３ＲＲ活活動動のの推推進進、、生生産産性性のの向向上上、、水水資資源源のの受受入入れれ量量削削減減施施策策のの実実施施ななどどにによよるる資資源源のの

有有効効活活用用、、おおよよびび化化学学物物質質のの管管理理のの徹徹底底ななどどにによよりり、、環環境境負負荷荷低低減減にに取取りり組組みみまますす。。  

③③生生物物多多様様性性のの保保全全をを行行ううたためめにに、、事事業業活活動動がが生生物物多多様様性性にに及及ぼぼすすかかかかわわりりをを把把握握しし、、  

  生生物物多多様様性性にに及及ぼぼすす影影響響のの低低減減をを図図りり、、ままたた、、社社会会貢貢献献活活動動をを推推進進ししまますす。。  

④④環環境境にに関関すするる情情報報のの発発信信、、構構外外活活動動へへのの参参画画をを進進めめるるここととにによよりり、、地地域域・・社社会会ののみみなな

ささままととのの相相互互理理解解をを促促進進ししまますす。。  

⑤⑤全全従従業業員員のの環環境境意意識識をを向向上上すするるここととをを目目的的ととししたた行行事事をを行行いい、、全全員員でで取取りり組組みみまますす。。  

（（２２））  製製品品のの環環境境事事前前評評価価、、原原材材料料のの適適正正管管理理とと使使用用量量削削減減にによよりり環環境境調調和和型型製製品品のの提提供供とと

ササーービビススのの改改善善にに努努めめまますす。。  

  

ここのの環環境境方方針針はは、、社社内内外外にに開開示示すするるととととももにに本本組組織織でで働働くくすすべべててのの人人々々にに周周知知しし、、方方針針

にに沿沿っったた企企業業活活動動をを推推進進ししまますす。。  

                                          株株式式会会社社東東芝芝  セセミミココンンダダククタターー社社  

                                              四四日日市市工工場場  工工場場長長  佐佐藤藤  浩浩司司  

                                            改改正正；；  ２２００１１１１  年年  ４４  月月  １１日日  

㈱㈱東東芝芝  セセミミココンンダダククタターー社社  

                            四四日日市市工工場場  環環境境方方針針  
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環境負荷データ環境負荷データ

主な廃棄物名：汚泥

 

廃酸

 

廃プラスチック等

主な化学物質：硫酸

 

メタノール

 

塩化水素

化学物質削減対象物質の取扱量推移（トン） 化学物質削減対象物質の排出量推移（トン）

水の使用量（単位：千ｍ３） 排水量（単位：千ｍ３）

廃棄物最終処分量と最終処分率（単位：トン、％）廃棄物総発生量（単位：トン）

エネルギー使用量（単位：ｋＬ） ＣＯ２

 

排出量（単位：トンーＣＯ２

 

）
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遵法管理状況遵法管理状況

環境事故・指導指摘・苦情の有無

状況

環境事故発生の有無 なし

工場周辺や地域での環境問題発生の有無 なし

行政からの指導・指摘の有無 なし

近隣住民からの苦情の有無 なし

排水測定結果（主な測定結果）（主な特定施設（酸又はアルカリ表面処理施設等）、河川（部田川～海蔵川）へ放流

大気測定結果（水管式ボイラー（都市ガス使用）３台、小型貫流ボイラー（都市ガス使用）

 

２３台）

規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度(pH) 5.8～8.6（水濁法） 6.5～8.0 7.4～8.0 １回/月

ＢＯＤ（ｍｇ／L） 20（三重県条例） 4.0 3.6 １回/月

ＣＯＤ（ｍｇ／L） 20（三重県条例） 4.0 3.9 １回/週

ＳＳ（ｍｇ／L） 70（三重県条例） 3.0 2.2 １回/月

窒素（ｍｇ／L） 60（水濁法） 6.0 3.6 １回/週

フッ素（ｍｇ／L） 8（水濁法） 5.0 3.2 １回/週

２回/年1.0未満3550ばいじん（mg/Nm3）

1回/年0.01以下0.0991.2ＳＯｘ（Nm3/ｈ）

１回/年4672130ＮＯｘ（ppm）

測定頻度実測値自主管理値法規制値

騒音・振動測定結果

測定場所：時間 規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

騒音（ｄＢ） 敷地境界：昼 対象外 － － －

敷地境界：夜 対象外 － － －

振動（ｄＢ） 敷地境界：昼 対象外 － － －

敷地境界：夜 対象外 － － －

その他測定結果（下水道法：主な測定結果）

規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度(pH) 対象外 － － －

ＢＯＤ（ｍｇ／L） 対象外 － － －

ＳＳ（ｍｇ／L） 対象外 － － －
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